
幼虫がブナの葉を食べる、深い森のチョウ。
近年になって、成虫が朝に下草上に舞い降
りて朝露を吸う習性が知られるようになり、
本誌13号で工藤誠也氏によって紹介されて
いる。舞い降りる場所を探し続けて数年が過
ぎたが、ブナの葉がすっかり深い緑色になっ
た初夏の朝、小さな谷間で淡い水色の翅を
輝かせ、水分を吸う姿にようやく出会えた。
減りゆくチョウの調査や対策に走り回る合間
の、心休まるひとときとなった。
山形県鶴岡市　2015年5月

写真・文／永幡嘉之
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亜熱帯の密林に舞う2匹のクロテンシロチョウ　2014年10月31日　沖縄県与那国島　写真／高崎 明


